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出穂後6, 9, 12, 15, 18, 21日目にそれぞれ7本ずつ穂をサンプルした.サンプル
時刻は14:00とし,穂は穂首節の下5cmで切り取った.サンプルした穂は,直ちに蒸
留水5mlが入った試験管に入れ,ゴム栓をした後,温度24℃ (昼夜一定), 24時間照明,






















に調整した水道水に,成分がN:28.0mg/1, P:18.6mg/1, K:23.4mg/1, S:16.5mg/1, Ca:12.0mg/1,













































と,ササニシキが0.523nmol/hr ･ panicle,コシヒか｣が0.632 nmol/hr ･ panicle,アキニ































































































Fig.214. Relationship between number of caryopses at various stages (stage 1 - stage 8) and
ethylene evolution from excised panicles in cultivarSasatLishiki･ Stage 7 : just before the
stage when the caryopsISwidth reached to its maximum Size･
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K o shihikari

















Number p anicle- l
Fig･2-5･ Relationship between number of caryopses at variotlS Stages (Stage I - stage 8) and
ethylene evollltion from excised panicles in cultivar Koshihikari. Stage 7 : just before the




















Fig･2-6･ Relationship between number of caryopses at various stages (stage 1 - stage 8) and
ethylene evolution from excised panicles in cultivar Akinishiki. Stage 7 : just before the





Control AVG AOA ACC STS Ethephon
0.5Ⅹ10-6M 0,5Ⅹ10-4M　　　10-4M
T reat ment
Fig.217. Effect ofAVG, AOA, ACC, STS and
ethephon application to water culture medium
on ethylene evolution from panicles excised at 18
days after heading.
**, *** SignirICantly different from the control at
P<0.01 and 0.001, respectively.
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T reat ment
Fig.2-8. Effect of AVG, AOA, ACC, STS and
ethephon application to water culture medium
on days from stage A to stage H and days from
stage H to stage M in caryopsis 2B, B2 and BB2.
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0　10-3M 10-5M 10-6M 10-9M 10-llM 10-2M
C oncent rat ion
Fig.2-9. Effect ofABA or ACC application to
incubation medium (water) on ethyleme
evolution from panicles excised at 12 days after
heading.












































水耕液は多量要素としてN, P, K, S, Ca, Mg, Fe,微量要素としてB, Mm, Cu,
zn, Moを加え,通常の濃度はそれぞれ, N:2.8, P:18.6, K:23.4, S: 16.5, Ca: 12.0,















































み90Ovlを, 0.6gのODSを詰めた5mxlOcmのカラムに流し, TZ, TZR, ABA画分を
回収した.そして,回収した各画分は再び濃縮乾固し,一定量のTBSに溶解した後,
sigma社のイムノアッセイキットにより定量した･
結果および考察
穎巣の成長について見てみると,強勢な穎巣である2Bでは,発達段階Aから発達段
階Hまでの日数と発達段階Hから発達段階Mまでの日数はともに,処理によっては変
化しなかった.一方,弱勢な穎巣であるB2では,努根処理,サイトカイニン処理, ABA
処理により,発達段階Aから発達段階Hまでの日数が有意に減少した(第3-1図　左).
しかし,弱勢な穎巣の発達段階Hから発達段階Mまでの日数は,どの処理区において
も影響が見られず,その長さは強勢な穎巣と変わらなかった(第3-1図　右).
次に,弱勢な穎巣の初期成長(発達段階Aから発達段階Hまでの日数)と,初期成
長期における穎巣の内生のサイトカイニンおよびABAの間に関係があるかどうかを明
らかにするために,発達段階Aと発達段階Hの中間にあたる発達段階Eに達した弱勢
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な穎果の内生サイトカイニン,およびABA濃度を分析した.なお,サイトカイニンに
関しては,イネがもつ主要なサイトカイニンはtrans-zeatinとtrans-zeation ribosideの2
つであることが知られており,本研究ではこの2つのサイトカイニンの濃度の合計を内
生サイトカイニンの濃度とした.分析の結果,発達段階Eにおける弱勢な穎巣のサイト
カイニン濃度は多肥処理区で増加し,努根処理区で減少する傾向が見られた(第3-2図
左).一方, ABA濃度は努根処理区,サイトカイニン処理区, ABA処理区で増加した
(第3-2図　右).さらに,弱勢な穎巣の初期成長とサイトカイニン濃度,およびABA
濃度の間の関係を調べたところ,サイトカイニン濃度との間には有意な関係は見られな
かったが(第3-3図　左), ABA濃度との間には有意な相関関係が見られた(第3-3図
右).
出穂10日後の出液速度は,勢根処理区,サイトカイニン処理区, ABA処理区で対照
区に対して有意に減少した(第3-4図　左).また,出穂10日後, 4週間後それぞれの
出液速度と弱勢な初期成長(発達段階Aから発達段階Hまでの日数)の間の関係を調
べたところ,出穂10日後の出穂速度と弱勢な穎果の初期成長の間には有意な相関が見
られた.しかし,出穂4週間後の出液速度との弱勢な穎巣の初期成長の間には有意な相
関は見られなかった(第3-4図　右).出液速度は根の活性を示す指標として用いられ
ており,出液速度が低下したということは,根の活性も低下したと考えられる.さらに,
根の活性が低下した状態で,植物体は小さな水ストレス状態にあったと考えられる.植
物体は一般に水不足による水ストレスを受けると内生ABA濃度が増加するとされてい
ることから,努根処理,サイトカイニン処理が弱勢な穎果の初期成長を促進したのは,
それらの処理が根の活性に対して負に働きかけ,その結果軽度の水ストレスが発生し,
内生ABA濃度が増加した可能性が考えられた.
以上の結果をまとめると次のようになる.努根処理,サイトカイニン処理, ABA処
理によって,弱勢な穎巣での初期成長(発達段階Aから発達段階Hまでの日数)が促
進されたが,多肥処理による影響は見られなかった(第3-1図　右).また,弱勢な穎
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果の内生サイトカイニン濃度は多肥処理で増加し,努根処理で減少した(第3-2図　左).
一方,内生ABA濃度はB2の初期成長を促進した労相処理,サイトカイニン処理, ABA
処理で増加した(第3-2図　右).さらに,弱勢な穎巣の内生ABA濃度とその初期成長
の間には有意な相関が見られた(第3-3図′右).したがって,弱勢な穎巣の初期成長
は,その内生ABA濃度によって制御されている,またその内生サイトカイニン濃度は
弱勢な穎果の初期成長の限定要因にはなっていないことが再確認されたことになる.ま
た,サイトカイニン処理によって弱勢な穎果の初期成長が促進されるのは,その処理が
内生ABA濃度を増加させ,それによって弱勢な穎果の初期成長が促進されるのであっ
て,サイトカイニンの直接の働きによるものではないことが示された.したがって,過
常(intact)のイネにおける穂上位置内における穎巣の初期成長の差ははABAによって
行われており,サイトカイニンは関与していないことが示唆されたことになる.
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